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１．はじめに 
日本と韓国は海峡を隔てた隣国どうしであり,歴史時代を通じて現在に至るまで政治,外
交,経済,文化など幅広い領域で密接な関係を続けてきた。近代では日本の軍事政策の展開
の結果,現代の政治や外交の懸案が惹起されもした。一方,経済や産業,技術の領域では,協
力と競合の関係を織り混ぜながら,世界市場の中での活動が続けられている。 
日本と韓国との関係の中で,最近,比重を増しつつあるのがスポーツや文化,教育,観光な
ど,より個人に近い分野の交流である。本研究では,それらのうち,とりわけ注目を集め,現
代日本の社会現象の一つともなっている,韓国の大衆文化,とくに映像作品について詳しく
考察する。 
日本にとって韓国は「近くて遠い国」とか,「よく似ているけれどもすごく違う」とかい
われることがある。おそらく私たちは,それぞれのもつステレオタイプで互いを認識しあっ
ている。その固定観念が交流の助けになることもあり,ときには妨げになることもある。そ
こで,日本の私たちに今必要なことは,韓国における諸事情をよく知ることではないだろう
か。もちろん,それが日本から通してみるにしてもである。 
大衆文化には放送,映画,音楽,公演,また印刷媒体である小説やマンガ,広告,美術,ファ
ッションなど,数多くのものをあげることができる。現在,日本では韓国の大衆文化が大き
な話題になって,テレビドラマの放映,映画の公開も多くなり,書店においても韓国情報の
雑誌であふれている。このような「韓流ブーム」はいつ頃から,なぜ起きたのだろうか。1988
年のソウルオリンピックや 2002 年の FIFA ワールドカップ共同開催の年に韓国に注目が集
まったが,その当時は「韓流」という言葉は現在ほど通用してはいなかった。一般に,ブー
ムとは浅薄皮相,一過性で長続きしないものといわれるが,日本の「韓流ブーム」の内容や,
これまでとこれからも本当にそうであろうか。 
本研究の目的は,次のとおりである。まず,現代日本の社会現象の一つともなっている「韓
流ブーム」を手懸りに,韓国の大衆文化の特質と日本におけるその受容の実態を明らかにす
る。そのうえで,日韓関係に当面する課題を分析し,両国間の交流を展望する。韓国の大衆
文化の中でも,とりわけ映画を中心とした映像作品に注目し,その内容を分析するとともに,
映像世界に構成された地理空間の再現性について検討する。  
本研究の目的に接近するため，分析と考察を進めたのは次の 3 点である。 
 日本と韓国の現在に至る交流では，日韓交流の現状を考察する。とりわけ,個人や地域の
動向を,具体的なデータに基づいて探ることにより,日韓交流の現状を明らかにする。日本
における韓国の大衆文化の受容では，韓国の映像作品の内容と動向を分析する。年を追っ
て,どのような作品が韓国で受容され,また日本で受容されてきたかを統計的に明らかにす
る。韓国映像作品の分析では，韓国の映像作品のうち,とくに南北分断の緊張関係をモチー
フにした映像作品に注目して,空間と時間を軸に分析する。すなわち,空間表象としての場
所と景観,時間の流れにおける人間行動といった,地理学の考え方や方法を駆使する。 
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２．日本と韓国の現在に至る交流 
現代の日本と韓国は,政治的,経済的な関係だけでなく,社会的な活動や文化の面でも盛
んな交流が展開されている。しかも最近の 10 年間にその様相と規模がドラスティックに変
化しつつある。 
 
 
図 1 日本人の韓国に対する親近感の推移 
注）毎年の日韓関係についての調査結果に基づく。 
     たとえば 2007 年は,10 月 4 日～14 日にかけて調査された。 
出所）内閣府「外交に関する世論調査」をもとに作成 
 
図 1 は日本人の韓国に対する親近感の推移を表したものである。2007 年 10 月の調査に
おいて,韓国に「親しみを感じる」の割合は 54.8％であったのに対して「親しみを感じな
い」の割合は 46.0％であった。 
2000 年以前の調査では,「親しみを感じる」の割合が過半数を越えたのは,ソウル五輪が
開催された 1988 年のみであった。このように日本人の韓国に対するイメージは決して良い
ものではなかったが,2000 年から 2005 年にかけて日本人の過半数が韓国に「親しみを感じ
る」と答えるようになったのである。 
2000 年に「親しみを感じる」の割合が 51.4％になり,翌年 2001 年は政治的な問題や教科
書問題,靖国問題などにより日韓関係は緊張状態になった。しかし「親しみを感じる」の割
合は過半数を割ることなく,50.3％とわずかな減少におさまっている。 
2003 年『冬のソナタ』が日本で 4 月から NHK の BS2 で放送され,好評を博すことになる。
2004 年の 4 月からは NHK 総合テレビでも放映され,最高視聴率 15％を記録した。2004 年に
は「ユーキャンの流行語大賞」のトップテンの中に「冬ソナ」が選ばれ,社会現象として注
目されることとなる 1）。 
2004 年の「韓国に親しみを感じる」の割合は,2004 年の「冬ソナブーム」により,史上最
高の 56.7％になった。教科書問題や靖国問題によって日韓の政治的関係が極度に悪化した
2005 年には,「韓国に親しみを感じる」と答えた割合は前年比で 5.6 ポイント近く落ち込
んだものの,それらがブームに歯止めをかけるまでの影響を及ぼすことはなかった。このよ
うな政治的関係の悪化にもかかわらず,「韓国に親しみを感じる」と答えた人の割合が韓国
大衆文化のブーム以前の 1999 年よりも高い状態を保っていることは注目すべきことであ
る。 
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図 2 日本人の日韓関係についての意識の推移 
注）毎年の日韓関係についての調査結果に基づく。 
     たとえば 2007 年は,10 月 4 日～14 日にかけて調査された。 
出所）内閣府「外交に関する世論調査」をもとに作成 
 
図 2 は日本人の日韓関係についての意識の推移である。1988 年のソウル五輪時に「良好
だと思う」と答えた割合と「良好だと思わない」と答えた割合の差が 23.4 ポイントで最大
であったのが,2002年の調査では26.8ポイント,2003年の調査では28.3ポイント近く広が
ることになる。 
日本人の韓国に対するイメージが上昇した原因は,金大中政権における 1998 年の日本大
衆文化開放と 2002 年の日韓ワールドカップ共同開催をきっかけに新しい日韓大衆文化交
流が始まったことである。日本人が韓国社会や文化に関心を寄せるきっかけとなり,韓国大
衆文化のブームの下地を作った。ブームは一過性ものであったかもしれないが,それが韓国
に対するイメージを好転させ,韓国に対する親近感を高めるといった効果をもたらしたの
である。 
韓国大衆文化のブームを機に,それ以前とは違う韓国の取り上げ方がメディアにおいて
なされ,多くの韓国の映画や音楽が受け入れられることとなった。現在,連日のように目に
していた韓国大衆文化関連の報道は減少傾向にあり,一時のブームは去ったような印象を
受ける。しかしこのことは韓国の大衆文化がもはや特別な文化ジャンルではなくなり,日本
社会に広く浸透したと考えられる。 
国際交流には様々な形態があるが,最も広範に実施されているのが姉妹都市提携である。
図 3 は都道府県別姉妹都市数を表している。日本の地方自治体と韓国の地方自治体との姉
妹都市提携は 1968 年に萩市と蔚山市を皮切りに,現在までに 130 組の姉妹都市が誕生して
いる。日韓の姉妹都市締結は,1980 年代後半から増加していることがわかる。1970 年代,80
年代前半は,国交が結ばれているにもかかわらず,姉妹都市締結件数は低迷していた。その
背景には国家間の摩擦があったと思われる。 
1990 年代になって韓国では長引いた軍事政権が幕を下ろし,1995 年には地方自治制度が
成立,金泳三大統領の世界化宣言があり,韓国の地方自治体の間において国際交流への興味
が高まり,姉妹都市締結が増加した。 
姉妹都市締結後,市長の相互訪問,姉妹都市提携の記念事業,さらに学生や市民団体の訪
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問,市民の観光ツアーといった市民が参加した交流が展開されている。 
日韓の姉妹都市交流は時代とともにその様相は変わってきた。両国間の歴史問題や政治
体制の問題,両国民の相手国に対するイメージや政府の外交姿勢が影響を与えたと考えら
れる。日韓関係の発展により今後自治体交流は増加し,このような地域レベルでの動向は続
くと予想される。 
日本における韓流ブームは,1998年の日本大衆文化の開放と2002年の日韓ワールドカッ
プ共同開催をきっかけに,それまでの政治的な領域による交流ではなく,両国の間の多様な
文化コンテンツを通して自発的な相互交流が盛んになった。政治的な目的の交流は両国の
ときの政治的な権力の動向によって,歴史的,民族的な問題が取りあげられるたびにいつ中
止になってもおかしくなかったのである。 
1998 年 4 月 17 日,金大中政権は日本大衆文化の段階的な開放方針を表明した。近年の韓
国で急速に進展した日本大衆文化の開放政策は,日韓における文化交流の歴史において,従
来の日本大衆文化の規制政策の延長線上に登場した変化であり,日韓の外交関係や両国を
とりまく政治経済の動向と密接にかかわりあってきたのである。 
 
 
 
 
図 3 都道府県別姉妹都市（地図） 
出所）自治体国際化協会ウェブページ 
（http://www.clair.or.jp/index.html）より作成 
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３．日本における韓国の大衆文化の受容 
 1990 年以降,日本は文化大国として成功するために積極的にアジア進出を展開した。日
本の大衆文化がアジアで広まるために,文化交流という名目で諸外国の大衆文化も受け入
れた。その結果,中国や台湾などのアジア諸国で生じた新たな文化現象である韓流ブームが
入ってきたのである。 
 
 
図 4 韓国に関係する記事件数の推移（2008 年 9 月 1 日現在） 
      注）1984 年 5 月以降の朝日新聞（朝刊,夕刊）,AERA,週刊朝日の記事を対象とする。 
タイトル,見出しに,または記事本文において,それぞれのキーワードを含む記事
件数を示す。 
出所）聞蔵（http://database.asahi.com/library/）,木村（2007）をもとに作成 
 
 
図 5 新聞雑誌にみる「韓流」記事件数の推移 
       注）1984 年 5 月以降の朝日新聞（朝刊,夕刊）,AERA,週刊朝日の記事を対象とする。 
            タイトル,見出しに,または記事本文において「韓流」とつく記事件数を示す。 
            2001 年の 12 月に,最初に「韓流」と使われた記事が登場するので,それ以降の記事
件数を示す。 
出所）聞蔵（http://database.asahi.com/library/）をもとに作成 
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図 4 は韓国についての新聞,雑誌記事件数の推移を示している。1990 年代の前半は,韓国
の文化についての記事は少ないが,政治的,経済的な記事は多い。文化についての記事
は,1990 年代後半になるにつれて増加しており,2002 年には文化についての記事が 1,541
件掲載されている。 
図 5 は,韓流についての記事件数を示している。2003 年には 4 件であったが,2004 年には
295 件,2005 年には 798 件に増加している。テレビ,ラジオ,映画,音楽,新聞,雑誌,出版など
各メディアが競うように韓国の文化情報を取りあげ,韓流ブームが広がったのである。 
 
 
 
図 6 現在日本で発売されている韓国テレビドラマ DVD の制作年別タイトル数 
注） 2008 年 7 月現在日本で手に入るものを示す。合作ドラマも含む。 
       制作が 1 年以上にわたる場合は開始年に含む。   
出所）平山編（2007）,野坂編（2007）,寺脇（2007）などにより作成 
 
 
現在日本で販売されている韓国テレビドラマ DVD は,2008 年 7 月現在,373 枚の韓国テレ
ビドラマ DVDが入手可能であり,制作年別の 1年あたりの平均は 21.9枚である。図 6は, 現
在日本で発売されている韓国テレビドラマ DVD の制作年別タイトル数を示している。1991
年前後から年々増加し,2005 年制作の 48 タイトルをピークに,その後緩やかな減少を見せ
ている。 
現在日本で販売されている韓国映画 DVD は,2007 年 2 月現在 316 枚が入手可能であり,製
作年別の 1 年あたりの平均は 9.3 枚である。図 7 は, 現在日本で発売されている韓国映画
DVD の制作年別タイトル数を示している。製作年に着目すると,現在日本で販売されている
韓国映画のDVDは,1998年以降に製作された作品が急激に増加しているものの,2004年をピ
ークに減少傾向にある。 
韓国のテレビドラマや映画の輸出入は,2008 年現在,2004 年前後に比べて減少している。
しかし,韓国映画に日本人の俳優が出演したり,日本映画に韓国人俳優が出演するなど日本
と韓国の多様な交流が展開されている。ところがそれが日本における韓国のテレビドラマ
や映画の受容の増大につながっていないのが現状である。 
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図 7 現在日本で発売されている韓国映画 DVD の製作年別タイトル数 
注）2007 年 2 月現在日本で手に入るものを示す。合作映画も含む。 
        分類は平山編（2007）,野坂編（2007）をもとに作成。     
出所）平山編（2007）,野坂編（2007）,寺脇（2007）をもとに作成。 
 
 
４．韓国の映像作品の分析 
 韓国映像作品のうち南北分断の緊張関係をモチーフにした映画に注目し,時間と空間を
軸に分析する。これらの映像作品に注目する理由は,カテゴリーに含まれる『シュリ』や
『JSA』が日本で最初に韓国映画のブームをもたらし,韓国映画への日本人の認識を一変さ
せたきっかけになったからである。その後,韓国映画の対日輸出が続き,かつて一部の観客
だけの興味の対象であった韓国映画が一般映画ファンにも馴染みの存在となった。 
韓国映画『ブラザーフッド』に描かれたおもな舞台と移動の軌跡を図 8 に示した。おも
な舞台は南から,テグ,ナクトン川防御線,テジョン,ソウル,トゥミルリョン高地,チャンダ
ン,ピョンヤン,アムノク川流域,ヘサンジンの 9 か所である。実際の時間の経過と舞台に設
定された場所の軌跡を表 1 に表した。 
映画では,1950 年代のソウルの街並みが再現されており,舞台を大きく使うカメラワー
ク,しっかり表現された暑さ寒さなど,各シーンには手間暇がかけられている。 
とくに力点がおかれているのは朝鮮戦争の戦場映像である。実際に戦場である,トゥミル
リョン高地,ナクトン川防御線,ピョンヤン,アムノク川流域,ヘサンジンを舞台とする場面
では時間が長くとられている。この映画は朝鮮戦争の戦場を再現してみせた作品とも言え
るのである。戦闘を重ねる度に,主人公とともに観客は徐々に戦場に場慣れする。ここに監
督の技巧が秘められている。つまりこれは,弟ジンソクの意識から見た戦争なのである。観
客は兄弟の中の,とくに弟に感情移入をしながら朝鮮戦争の激戦地を半島の中央部から南
へ北へと移動する。二人の兄弟は,常に朝鮮戦争の最前線を歩兵としてともに動く。南に撤
退して防衛し,突撃して陣地を奪い,市街戦を演じ,北に進軍して殺戮を犯し,また南に撤退
する。最初は,砲撃のなかで意識を失い,窒息死寸前になったひ弱な弟ジンソクが,次第に戦
闘に慣れ,敵兵と戦うことができるようになる。映画に描かれた実際の時間が進むにしたが
って,弟は砲弾や銃撃を恐れることがなくなり,勇猛な兵士の表情へと変わる。また兄は戦
争の中で栄達し,酷薄非情な戦争屋に変貌する。 
戦場が一つ移り変わる毎に残酷さは度を増し,戦争の現実が映像を埋め尽くす。悪い方悪
い方へと映画が展開し,人間が獣に変わる状況に,観客は希望が失せ,絶望が深くなるのを
感じる。 
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舞台が変化する中で,それでもどうにか観客が映画を見続けることができるのは,その戦
場の都度,二人の兄弟が言葉を交わす感動的な場面が設定されているからである。戦争が続
く中で,束の間ではあるが,観客は救われて涙する場面がある。仲が良かった兄弟の心の溝
は深まり対立するが,兄は最後まで弟を除隊させるために自分は危険な戦闘をするのだと
訴え,弟を戦争と軍隊から解放させて学業の道へ戻そうとする。二人の兄弟の愛と葛藤があ
るから,ようやく最後まで目を背けずに見ていられるのである。 
  
 
図 8 『ブラザーフッド』に描かれたおもな舞台と移動の軌跡 
出所）『ブラザーフッド』DVD より作成 
 
『ブラザーフッド』は単なる戦争映画ではなく,朝鮮戦争という巨大な現代史を正面から
捉えた民族のドラマである。しかし,朝鮮戦争の全体像が描かれながら,その視角は常に下
から,民衆の視線からのものである。製作者は朝鮮戦争の過程を厳密に追跡しているが,映
像の中には当時の政治や軍事の中心人物であった李承晩,金日成,マッカーサーは登場しな
い。朝鮮戦争にかかわった権力中枢の人間は映像化されることなく,偶然に徴兵された無名
の若い兄弟が従軍して戦場を遍歴する姿を追いかけながら,朝鮮戦争の全貌が映し出され
る構成になっている。あくまで人間のドラマとして民族の現代史を映画作品にしようとし
た製作者の思いがあり,それが観客である私たちに伝わってくる。 
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表 1 実際の時間の経過と舞台に設定された場所の軌跡 
 
注）舞台の列に現在と表記していないのは,すべて 1950 年 6 月から 1951 年 9 月頃までの 
朝鮮戦争時のことである。 
出所）『ブラザーフッド』DVD より作成 
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５．おわりに 
現在,日本と韓国の間では,政治的,経済的な関係だけでなく,社会的な活動や文化の面で
も盛んな交流が展開されている。日韓両国において解決しなければならない課題は多く残
されているが,両国の様々な交流によりそれらを克服しようとする動きが活発になってい
る。 
日本における韓国の大衆文化の受容は, 現在,一時のブームは去ったような印象を受け
るが,このことは韓国の大衆文化がもはや特別な文化ジャンルではなくなり,日本社会に広
く浸透した帰結と考えられる。 
分析対象とした韓国映画『ブラザーフッド』は,単なる戦争映画ではなく,朝鮮戦争とい
う巨大な現代史を正面から捉えた民族のドラマである。しかし,朝鮮戦争の全体像が描かれ
ながら,その視角は常に下から,民衆の視線からのものである。朝鮮戦争にかかわった権力
中枢の人間は映像化されることなく,偶然に徴兵された無名の若い兄弟が従軍して戦場を
遍歴する姿を追いかけながら,朝鮮戦争の全貌が映し出される構成になっている。そこには,
あくまで人間のドラマとして民族の現代史を映像作品にしようとした製作者の企図がある。 
日本における韓国の大衆文化のブームは,かたく閉ざされていた日本人の心理的な壁を
溶かして,日本と韓国の文化交流を,様々な領域における双方向的な交流に変えるきっかけ
となった。今後このような相互交流が一層拡大し,地域や個人のレベルでも進展することを
願っている。その先には,日韓における残された課題の解決への方途が開けるかもしれない。 
 
注 
1) ユーキャン新語・流行語大賞（2008）：ユーキャン新語・流行語大賞.http://singo.jiyu.co.jp/  
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